『古事記』伊邪那岐命の世界間移動について by 田中 智樹
一は
じ
め
に
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
は
『
古
事
記』
の
い
う
神
世
七
代
の
最
後
に
成
っ
た
対
偶
神
で
あ
る
。
上
巻
冒
頭
で
は
二
柱
が
混
沌
と
し
た
海
月
の
よ
う
に
｢
多た
陀だ
用よ
弊へ
流る
国くに｣
に
降
り
立
ち
、『
古
事
記』
の
舞
台
と
な
る
神
々
の
世
界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
舞
台
設
定
と
い
う
観
点
か
ら
『
古
事
記』
冒
頭
を
眺
め
る
と
、
【
天
地
あ
め
つ
ち
初はじ
め
て
発おこ
り
し
時
に
、
高
天
た
か
あ
ま
の
原はら
】
に
成な
れ
る
神
の
名
は
、
[
天
之
御
中
主
神
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
。
次
に
高
御
産
巣
日
た
か
み
む
す
ひ
の
神
。
次
に
神
産
巣
日
か
む
む
す
ひ
の
神
。]
次
に
【
国
稚わか
く
浮う
け
る
脂
あ
ぶ
ら
の
如ごと
く
し
て
、
久く
羅ら
下げ
那な
州す
多た
陀だ
用よ
弊へ
流る
時
、】
葦
牙
あ
し
か
び
の
如
く
萌も
え
騰あが
る
物
に
因よ
り
て
成
れ
る
神
の
名
は
、
[
宇う
摩ま
志し
阿あ
斯し
訶か
備び
比ひ
古こ
遅ぢの
神
。
次
に
天
之
常
立
あ
め
の
と
こ
た
ち
の
神
。]
と
【
】
と
[
]
で
括
っ
た
よ
う
に
【
舞
台
(
の
状
態
と
名
称)
】
が
あ
っ
て
次
に
[
神
名]
が
表
さ
れ
て
い
る
。
神
々
の
存
在
を
語
る
こ
と
は
優
先
さ
れ
る
べ
き
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
は
神
々
が
成
る
た
め
の
拠
り
所
で
あ
り
そ
の
た
め
に
語
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
神
々
が
存
在
し
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
設
定
が
舞
台
、
即
ち
神
話
的
世
界
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記』
冒
頭
の
記
述
か
ら
明
白
な
よ
う
に
固
定
化
さ
れ
た
設
定
で
は
な
い
。
天
と
地
が
分
か
れ
、
天
に
は
｢
高
天
原｣
が
あ
り
、
地
は
浮
い
た
脂
や
海
月
の
よ
う
に
｢
多
陀
用
弊
流｣
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
｢
天
地｣
の
｢
初｣
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
世
界
は
変
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
既
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
全
体
像
が
不
明
瞭
な
状
態
か
ら
次
第
に
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
不
明
瞭
な
状
態
が
明
瞭
な
状
態
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
り
、『
古
事
記』
は
こ
れ
を
｢
初｣
か
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『
古
事
記』
伊
邪
那
岐
命
の
世
界
間
移
動
に
つ
い
て
田
中
智
樹
ら
始
め
て
語
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
本
稿
で
は
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
の
世
界
間
移
動
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
神
話
的
世
界
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
二
問
題
の
所
在
さ
て
岐
美
二
柱
の
物
語
は
長
く
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
概
要
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
１
多
陀
用
弊
流
国
の
修
理
固
成
、
淤お
能の
碁ご
呂ろ
島じま
を
成
す
２
天
御
柱
あ
め
の
み
は
し
ら
で
の
婚
姻
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
３
国
生
み
４
神
々
の
生
成
５
｢
黄
泉
国｣
往
還
[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
不
安
定
な
始
ま
り
の
世
界
に
お
い
て
確
た
る
足
場
を
作
り
固
め
る
の
が
１
で
あ
る
。｢
高
天
原｣
に
対
し
下
方
向
に
位
置
す
る
淤
能
碁
呂
島
は
、
続
く
物
語
の
舞
台
で
あ
り
、
岐
美
二
柱
が
こ
こ
に
降
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
二
柱
の
神
は
淤
能
碁
呂
島
に
天
御
柱
を
立
て
て
、
婚
姻
の
儀
式
を
行
う
。
２
の
婚
姻
は
淤
能
碁
呂
島
と
天
つ
神
の
坐
す
｢
高
天
原｣
と
の
往
来
を
経
て
完
了
し
、
３
の
島
生
み
国
生
み
が
語
ら
れ
る
。
後
に
｢
葦
原
中
国｣
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
世
界
は
こ
こ
で
領
域
面
に
お
け
る
拡
大
が
語
ら
れ
、
そ
の
後
４
神
々
の
生
成
へ
と
進
行
す
る
。
ま
た
こ
こ
で
伊
邪
那
美
命
は
火
之
迦
具
土
神
を
生
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、｢
黄
泉
国｣
へ
と
神
避
る
こ
と
に
な
り
、
５
｢
黄
泉
国｣
往
還
で
は
対
偶
神
と
し
て
常
に
一
緒
だ
っ
た
岐
美
二
柱
が
初
め
て
別
々
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
伊
邪
那
美
命
の
｢
神
避｣
を
受
け
て
伊
邪
那
岐
命
は
｢
黄
泉
国｣
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
別
々
に
や
っ
て
来
た
岐
美
二
柱
が
｢
黄
泉
国｣
で
再
会
し
、
決
別
の
後
、
伊
邪
那
岐
命
の
み
が
｢
葦
原
中
国｣
に
逃
げ
か
え
る
。
そ
の
後
は
、
６
禊
祓
↓
三
貴
子
が
成
る
↓
統
治
の
司
令
７
須
佐
之
男
命
に
追
放
の
詔
と
伊
邪
那
岐
命
一
柱
に
よ
っ
て
物
語
が
進
行
す
る
。
６
で
は
｢
黄
泉
国｣
か
ら
還
っ
た
伊
邪
那
岐
命
が
、
そ
の
穢
れ
を
禊
ぎ
祓
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
た
多
く
の
神
々
の
生
成
が
語
ら
れ
、
そ
の
最
後
に
天
照
大
御
神
、
月
読
命
、
須
佐
之
男
命
が
成
り
、
各
々
に
｢
高
天
原｣
、｢
夜
之
食
国｣
、
｢
海
原｣
の
領
有
統
治
が
命
じ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
須
佐
之
男
命
は
｢
妣
の
国
根
の
堅
州
国
に
罷
ら
む
と
欲
ふ
。｣
と
涕
泣
し
、｢
海
原｣
を
統
治
し
な
か
っ
た
。
７
で
は
こ
の
よ
う
に
命
令
に
従
わ
な
い
須
佐
之
男
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命
に
伊
邪
那
岐
命
は
｢
葦
原
中
国｣
か
ら
の
追
放
を
命
じ
る
。
以
上
、
伊
邪
那
岐
命
に
関
わ
る
神
話
を
便
宜
的
に
七
つ
に
分
割
し
た
が
、
本
稿
で
は
特
に
１
２
５
に
見
ら
れ
る
伊
邪
那
岐
命
の
神
話
的
世
界
間
を
移
動
す
る
表
現
を
中
心
に
考
察
を
試
み
る
。
こ
の
分
析
の
主
目
的
は
神
話
的
世
界
同
士
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
さ
て
伊
邪
那
岐
命
が
関
与
す
る
神
話
的
世
界
は
｢
高
天
原｣
、｢
葦
原
中
国｣
、｢
黄
泉
国｣
の
三
世
界
で
あ
る
。
西
條
勉
は
、
｢
葦
原
中
国｣
と
｢
黄
泉
国｣
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
の
な
か
で
相
互
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
出
現
す
る
。
こ
れ
に
｢
高
天
原｣
を
あ
わ
せ
た
三
つ
の
神
話
世
界
は
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
構
造
体
を
形
成
し
て
お
り
、
け
っ
し
て
ば
ら
ば
ら
に
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
は
個
々
に
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
全
体
が
一
つ
の
構
造
体
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く
。
と
論
じ
た
(
１)
。
当
該
神
話
に
お
い
て
世
界
と
は
西
條
が
説
く
よ
う
に
相
互
の
関
係
性
の
中
で
語
ら
れ
、
そ
し
て
出
現
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
(
２)
。｢
黄
泉
国｣
の
物
語
は
決
し
て
遊
離
し
た
挿
話
な
の
で
は
な
く
(
３)
、
神
話
的
世
界
に
お
い
て
も
前
後
文
脈
と
の
関
連
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
同
士
が
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
要
素
の
一
つ
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
間
を
移
動
す
る
神
で
あ
り
、
当
該
神
話
に
お
い
て
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
伊
邪
那
岐
命
な
の
で
あ
る
。
た
と
い
架
空
の
物
語
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
世
界
の
間
を
自
由
に
移
動
で
き
る
神
は
多
く
は
な
い
。｢
移
動
で
き
る｣
こ
と
自
体
が
神
の
特
質
と
い
え
る
し
、｢
移
動
で
き
る｣
か
ら
こ
そ
果
た
せ
る
役
割
が
存
在
す
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
不
明
瞭
な
状
態
か
ら
明
瞭
な
状
態
へ
の
変
化
と
い
う
意
味
で
の
神
話
的
世
界
の
形
成
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
伊
邪
那
岐
命
の
は
た
ら
き
を
考
察
す
る
。
三[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
の
往
来
―
降
臨
地
と
し
て
の
淤
能
碁
呂
島
伊
邪
那
岐
命
の
移
動
は
三
つ
世
界
に
及
ぶ
。[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
は
天
御
柱
で
の
婚
姻
の
場
面
で
語
ら
れ
、[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
間
の
移
動
は
伊
邪
那
美
命
の
神
避
り
と
そ
れ
を
追
う
伊
邪
那
岐
命
の
場
面
で
語
ら
れ
る
。
先
ず
天
御
柱
で
の
婚
姻
の
物
語
を
考
察
す
る
た
め
該
当
部
分
を
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。
9
本
文
１是ここ
に
ア天
つ
神
諸
も
ろ
も
ろの
命
み
こ
と
以も
ち
て
[
天
神
諸
命
以]
、
伊
邪
那
岐
命
い
ざ
な
き
の
み
こ
と
、
伊
邪
那
美
命
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
、
二
柱
の
神
に
、｢
是こ
の
多た
陀だ
用よ
弊へ
流る
国
を
修をさ
め
理つく
り
固かた
め
成な
せ
。｣
と
イ詔
り
て
[
詔
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
二
柱
神]
、
天あめ
の
沼ぬ
矛ぼこ
を
賜たま
ひ
て
、
言こと
依よ
さ
し
賜
ひ
き
。
故かれ
、
二
柱
の
神
、
天あめ
の
浮
橋
う
き
は
し
に
立た
た
し
て
、
其
の
沼
矛
を
指さ
し
下お
ろ
し
て
画か
き
た
ま
へ
ば
、
塩しほ
許こ
々を
袁ろ
々こ
呂を
々ろ
迩に
画か
き
鳴な
し
て
引
き
上
げ
た
ま
ふ
時
、
其
の
矛
の
末さき
よ
り
垂
し
た
だ
り
落
つ
る
塩
、
累かさ
な
り
積つ
も
り
て
島
と
成
り
き
。
是
れ
淤
能
碁
呂
島
お
の
ご
ろ
じ
ま
な
り
。
其
の
島
に
ウ天
降
り
坐ま
し
て
[
天
降
坐]
、
天
の
御
柱
み
は
し
ら
を
見
立
て
、
八
尋
殿
や
ひ
ろ
ど
の
を
見
立
て
た
ま
ひ
き
。
(
中
略)
是ここ
に
二
柱
の
神
、
議はか
り
て
云
ひ
け
ら
く
、｢
今
吾あ
が
生
め
る
子
良よ
か
ら
ず
。
猶なほ
天
つ
神
の
御
所
み
も
と
に
白まを
す
べ
し
。｣
と
い
ひ
て
、
即
ち
エ共
に
参
上
ま
ゐ
の
ぼ
り
て
[
共
参
上]
、
天
つ
神
の
命
み
こ
と
を
請こ
ひ
き
。
尓ここ
に
オ天
つ
神
の
命
み
こ
と
以
も
ち
て[
天
神
之
命
以]
、
布ふ
斗と
麻ま
迩に
尓に
卜
う
ら
な
相
ひ
て
、
詔の
り
た
ま
ひ
し
く
、
｢
女
を
み
な
先さき
に
言
へ
る
に
因よ
り
て
良
か
ら
ず
。
亦
カ還
り
降
り
て
[
還
降]
改
め
言
へ
。｣
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
尓
か
れ
こ
こ
に
キ反
り
降
り
て
[
反
降]
、
更
に
其
の
天
の
御
柱
を
先
の
如
く
往
き
廻めぐ
り
き
。
以
上
の
物
語
を
本
文
１
と
す
る
。
移
動
そ
の
も
の
を
表
す
部
分
に
は
波
線
を
付
し
、
原
文
は
[
]
で
示
し
た
。
岐
美
二
柱
は
天
つ
神
か
ら
｢
多
陀
用
弊
流
国
を
修
め
理
り
固
め
成
せ｣
と
の
命
令
を
受
け
て
(
ア
イ)
淤
能
碁
呂
島
へ
と
天
降
る
(
ウ)
。
伊
邪
那
岐
命
が
成
っ
た
の
は
地
上
世
界
で
あ
る
と
し
、
こ
の
天
降
り
以
前
に
地
上
世
界
か
ら
｢
高
天
原｣
へ
の
移
動
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
(
４)
、
筆
者
は
伊
邪
那
岐
命
は
｢
高
天
原｣
に
成
っ
た
と
す
る
説
を
支
持
し
(
５)
、
波
線
部
ウ
の
｢
天
降｣
を
伊
邪
那
岐
命
の
移
動
の
最
初
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
て
淤
能
碁
呂
島
に
降
り
立
っ
た
岐
美
二
柱
は
、
そ
こ
で
天
御
柱
を
立
て
て
行
お
う
と
し
た
｢
美
斗
能
麻
具
波
比｣
に
失
敗
す
る
こ
と
か
ら
、｢
高
天
原｣
へ
の
移
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
(
エ)
。[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
と
し
た
が
、
厳
密
に
は
ま
だ
｢
葦
原
中
国｣
と
呼
ば
れ
る
世
界
は
現
れ
て
い
な
い
。
淤
能
碁
呂
島
を
起
点
と
し
た
国
生
み
の
結
果
、
地
上
世
界
が
形
成
さ
れ
、
続
く
｢
黄
泉
国｣
と
の
関
係
の
中
で
｢
葦
原
中
国｣
の
語
が
初
め
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
を
以
て
｢
葦
原
中
国｣
が
出
現
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
(
６)
。
そ
の
意
味
で
は
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
淤
能
碁
呂
島
が
岐
美
二
柱
の
天
降
る
場
所
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
10
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
岐
美
二
柱
の
降
臨
は
、
天
つ
神
の
詔
で
あ
る
｢
修
め
理
り
固
め
成
せ｣
が
実
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
淤
能
碁
呂
島
の
生
成
も
ま
た
天
つ
神
の
命
令
が
実
践
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
こ
の
淤
能
碁
呂
島
を
『
古
事
記』
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
が
本
文
１
冒
頭
部
に
あ
る
以
下
の
波
線
部
ウ
で
あ
る
。
其
の
島
に
天
降
り
坐
し
て
[
天
降
坐]
と
淤
能
碁
呂
島
へ
の
降
下
に
｢
天
降｣
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
語
の
特
徴
を
確
認
す
る
た
め
に
、『
古
事
記』
の
｢
天
降｣
十
二
例
を
以
下
に
示
す
。
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故
尓
、
迩
藝
速
日
命
参
赴
、
白
於
天
神
御
子
、
聞
天
神
御
子
天
降
坐
。
故
尓
、
詔
天
津
日
子
番
能
迩
々
藝
命
而
、
離
天
之
石
位
、
押
分
天
之
八
重
多
那
雲
而
、
伊
都
能
知
和
岐
知
和
岐
弖
、
於
天
浮
橋
、
宇
岐
士
摩
理
、
蘇
理
多
多
斯
弖
、
天
降
坐
于
竺
紫
日
向
之
高
千
穂
之
久
士
布
流
多
気
。
尓
天
児
屋
命
、
布
刀
玉
命
、
天
宇
受
売
命
、
伊
斯
許
理
度
売
命
、
玉
祖
命
、

五
伴
緒
矣
支
加
而
天
降
也
。
故
、
問
賜
之
時
、
答
白
、
僕
者
国
神
、
名

田
毘
古
神
也
。
所
以
出
居
者
、
聞
天
神
御
子
天
降
坐
故
、
仕
奉
御
前
而
、
参
向
之
侍
。
吾
御
子
為
天
降
之
道
、
誰
如
此
而
居
。
科
詔
日
子
番
能
迩
迩
藝
命
、
此
豊
葦
原
水
穂
国
者
、
汝
将
知
国
、
言
依
賜
。
故
、
随
命
以
可
天
降
。
将
天
降
之
時
、
弔
天
若
日
子
之
喪
時
、
自
天
降
到
、
天
若
日
子
之
父
亦
其
妻
、
皆
哭
云
、
我
子
者
不
死
有
祁
理
。
鳴
女
、
自
天
降
到
、
居
天
若
日
子
之
門
湯
津
楓
上
而
、
言
委
曲
如
天
神
之
詔
命
。
天
照
大
御
神
之
命
以
、
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
者
、
我
御
子
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
之
所
知
国
、
言
因
賜
而
、
天
降
也
。
吾
者
天
照
大
御
神
之
伊
呂
勢
者
也
。
故
、
今
自
天
降
坐
也
。
於
其
嶋
天
降
坐
而
、
見
立
天
之
御
柱
、
見
立
八
尋
殿
。
本
文
迩
迩
芸
命
迩
迩
芸
命
迩
迩
芸
命
迩
迩
芸
命
迩
迩
芸
命
迩
迩
芸
命
天
若
日
子
之
父
亦
其
妻 鳴
女
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
須
佐
之
男
命
岐
美
二
柱
｢
天
降｣
の
主
体
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
高
天
原
―
葦
原
中
国
(
出
雲
国)
高
天
原
―
淤
能
碁
呂
島
(
其
嶋)
出
発
地
―
到
着
地
｢
天
降｣
の
用
法
に
つ
い
て
は
本
澤
雅
史
が
、
｢
天
降｣
は
｢
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命｣
｢
正
勝
吾
勝

速
日
天
忍
穂
耳
命｣
｢
天
津
日
高
日
子
番
能
迩

芸
命｣
｢
天
神
御
子｣
な
ど
、
皇
統
の
直
系
に
属
す
る
神
・
天
神
の
御
子
と
し
て
の
天
皇
の
降
下
に
限
り
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
の
神
の
場
合
に
は
、
単
に
｢
降｣
だ
け
か
、
も
し
く
は
｢
自
天
降｣
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
と
述
べ
る
と
お
り
で
あ
り
(
７)
、
ま
た
｢
天
降｣
と
｢
自
天
降｣
に
つ
い
て
は
毛
利
正
守
が
、
｢
天
降｣
と
｢
自
天
降｣
と
で
は
そ
の
実
質
的
な
差
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、『
古
事
記』
が
こ
の
よ
う
に
両
表
記
を
書
き
分
け
て
い
る
の
は
、
ひ
い
て
は
皇
統
を
他
の
神
や
者
と
区
別
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
よ
く
、
先
に
述
べ
た
｢
天
神
御
子｣
と
｢
天
神
之
御
子｣
の
書
き
分
け
と
共
に
、
留
意
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
と
分
析
し
、
天
皇
や
皇
統
に
関
わ
る
神
々
が
他
者
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
『
古
事
記』
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
の
用
語
と
し
て
｢
天
降｣
は
用
い
ら
れ
て
い
る
と
説
く
(
８)
。
さ
て
こ
の
｢
天
降｣
に
つ
い
て
本
澤
は
｢｢
高
天
原｣
か
ら
の
降
下｣
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
｢
天
降｣
の
出
発
地
点
に
着
目
し
た
発
言
で
あ
る
が
、
逆
に
筆
者
は
到
着
地
に
目
を
向
け
て
み
る
。
す
る
と
｢
黄
泉
国｣
や
｢
常
世
国｣
な
ど
候
補
は
い
く
つ
か
あ
る
は
ず
な
の
に
、
｢
天
降｣
は
｢
葦
原
中
国｣
へ
の
降
下
に
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
用
語
法
か
ら
翻
っ
て
考
え
る
に
、
岐
美
二
柱
の
淤
能
碁
呂
島
へ
の
降
下
が
｢
天
降｣
と
記
さ
れ
る
の
は
、
淤
能
碁
呂
島
は
少
な
く
と
も
｢
葦
原
中
国｣
が
生
成
さ
れ
る
起
点
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
淤
能
碁
呂
島
が
｢
葦
原
中
国｣
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
島
生
み
国
生
み
の
起
点
、
即
ち
｢
葦
原
中
国｣
形
成
の
核
と
し
て
の
認
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
呼
称
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
別
世
界
と
の
誤
解
を
避
け
る
意
味
も
含
め
て
本
文
１
の
分
析
で
は
｢
葦
原
中
国｣
の
名
称
を
用
い
、[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。
四[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
の
往
来
―
上
位
者
の
命
令
に
基
づ
く
移
動
さ
て
改
め
て
岐
美
二
柱
の
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
に
つ
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い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
岐
美
二
柱
の
移
動
の
発
端
、
即
ち
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
き
っ
か
け
と
し
て
先
ず
表
れ
る
の
が
傍
線
部
分
ア｢
命
以｣
と
イ｢
詔｣
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
天
つ
神
の
命
令
に
従
っ
て
ウ｢
其
の
島
に
天
降
り
坐
し
て
[
天
降
坐]｣
、
天
御
柱
を
立
て
て
婚
姻
の
儀
で
あ
る
｢
美み
斗と
能の
麻ま
具ぐ
波は
比ひ｣
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
水
蛭
子
、
淡
島
が
生
ま
れ
る
が
、
良
か
ら
ず
と
し
て
天
つ
神
の
元
へ
と
再
び
エ｢
共
に
参
上
り
て
[
共
参
上]
、
天
つ
神
の
命
を
請｣
う
こ
と
に
な
る
。
天
つ
神
か
ら
カ｢
亦
還
り
降
り
て
[
還
降]
改
め
言
へ
。｣
と
の
詔
を
受
け
た
岐
美
二
柱
は
キ｢
尓
に
反
り
降
り
て
[
反
降]｣
、｢
美
斗
能
麻
具
波
比｣
を
完
成
さ
せ
る
。
本
文
１
に
お
い
て
岐
美
二
柱
は
[
高
天
原
↓
葦
原
中
国
↓
高
天
原
↓
葦
原
中
国]
と
二
世
界
間
を
一
往
復
半
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
移
動
を
導
く
の
が
前
に
確
認
し
た
｢
命
以｣
と
｢
詔｣
の
語
で
あ
る
。
｢
命
以｣
と
は
詔
命
を
捧
持
し
て
下
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語
句
で
あ
り
、『
古
事
記』
に
特
有
の
表
現
で
あ
る
(
９)
。
命
令
主
体
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
語
で
あ
り
、
下
す
命
令
の
厳
正
さ
を
表
現
す
る
語
で
も
あ
る
。『
古
事
記』
で
は
岐
美
二
柱
の
天
降
り
は
こ
の
よ
う
な
天
つ
神
の
命
令
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
が
、『
日
本
書
紀』
に
お
け
る
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
の
移
動
と
は
異
な
り
を
見
せ
る
。
以
下
第
四
段
本
文
を
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。
伊
奘
諾
尊
い
ざ
な
き
の
み
こ
と
・
伊
奘
冉
尊
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
、
天
浮
橋
あ
め
の
う
き
は
し
の
上うへ
に
立
た
し
て
、
ク共
に
計
は
か
ら
ひ
て
曰
は
く
[
共
計]
、｢
底
下
そ
こ
つ
し
た
に
豈あに
国くに
無な
け
む
や｣
と
の
た
ま
ひ
て
、
廼すな
はち
天あめ
之の
瓊ぬ
矛ほこ
を
以も
て
、
指さ
し
下おろ
し
て
探
か
き
さ
ぐる
。
是ここ
に
滄
溟
あ
を
う
な
は
らを
獲え
き
。
其そ
の
矛ほこ
の
鋒さき
よ
り
滴した
瀝だ
る
潮しほ
、
凝こ
り
て
一
ひ
と
つ
の
嶋しま
に
成な
れ
り
。
名なづ
け
て

お
の
馭ご
慮ろ
嶋しま
と
曰い
ふ
。
二
ふ
た
は
し
らの
神
、
是ここ
に
、
彼か
の
嶋
に
ケ降
り
居ま
し
て
[
降
居]
、
因よ
り
て
共み
為との
夫
婦
ま
ぐ
は
ひ
し
て
、
洲くに
国つち
を
産
生
う
ま
む
と
す
。
便
す
な
は
ち

馭
慮
嶋
を
以
て
、
国くに
中なか
の
柱
み
は
し
らと
し
て
、
陽
神
を
か
み
は
左
ひ
だ
り
よ
り
旋めぐ
り
、
陰め
神かみ
は
右みぎ
よ
り
旋
る
。
国
の
柱
み
は
し
らを
分め
巡ぐ
り
て
、
同ひと
し
く
一
面
ひ
と
つ
お
も
てに
会あ
ひ
き
。
時とき
に
、
陰め
神かみ
先ま
づ
唱とな
へ
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
憙
哉
あ
な
う
れ
し
ゑ
や、
可
美
う
ま
し
少
男
を
と
こ
に
遇あ
ひ
ぬ
る
こ
と｣
と
の
た
ま
ふ
。
陽を
神かみ
悦
よ
ろ
こ
び
ず
し
て
曰
の
た
ま
は
く
、
コ
｢
吾わ
れ
は
是これ
男
子
ま
す
ら
を
な
り
。
理
こ
と
わ
り
当まさ
に
先
づ
唱
ふ
べ
し
。
如
何
い
か
に
ぞ
婦
人
た
わ
や
め
に
し
て
、
反かへ
り
て
言
先
こ
と
さ
き
だ
つ
や
。
事
既すで
に
不
祥
さ
が
な
し
。
以
て
改
あ
ら
た
め
旋めぐ
る
べ
し｣
と
の
た
ま
ふ
。
傍
線
部
分
ク｢
共
に
計
ひ
て
曰
は
く｣
と
は
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
が
相
談
し
て
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
結
果
｢
底
下
に
豈
国
無
け
む
や｣
と
天
之
瓊
矛
で
の
探
索
に
展
開
し
、｢
滄
溟｣
を
獲
て
｢

馭
慮
嶋｣
が
成
る
こ
と
に
な
る
。
ク
の
｢
共
計｣
が
天
つ
神
と
の
相
談
と
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
と
の
協
議
相
談
と
捉
え
13
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
合
議
に
よ
り
地
上
世
界
へ
の
｢
降
居｣
(
ケ)
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
天
つ
神
の
詔
に
よ
っ
て
移
動
を
始
め
る
『
古
事
記』
と
は
、
そ
の
き
っ
か
け
の
部
分
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
傍
線
部
分
コ
に
は
｢
遘
合｣
の
作
法
を
間
違
え
た
こ
と
に
気
づ
き
、
改
め
て
や
り
直
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
何
が
問
題
な
の
か
を
天
つ
神
に
う
か
が
う
た
め
に
参
上
す
る
『
古
事
記』
に
対
し
て
、『
書
紀』
は
自
ら
誤
り
を
見
つ
け
、
自
ら
解
決
し
て
い
く
存
在
と
し
て
伊
弉
諾
尊
が
描
か
れ
て
い
る
。
行
動
や
意
志
決
定
の
主
体
を
伊
弉
諾
尊
と
す
る
の
が
『
書
紀』
、
天
つ
神
と
す
る
の
が
『
古
事
記』
で
あ
る
と
い
え
る
。
続
い
て
『
書
紀』
第
四
段
一
書
第
一
を
掲
げ
る
。
一
書
あ
る
ふ
み
に
曰
は
く
、
サ天
神
、
伊
奘
諾
尊
い
ざ
な
き
の
み
こ
と
・
伊
奘
冉
尊
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
に
謂かた
り
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
豊
葦
原
と
よ
あ
し
は
ら
の
千ち
五い
百ほ
秋あき
の
瑞
穂
み
つ
ほ
の
地くに
有あ
り
。
汝
い
ま
し
往ゆ
き
て
修しら
す
べ
し｣
と
の
た
ま
ひ
て
、
廼
す
な
は
ち
天
あ
ま
の
瓊ぬ
戈ほこ
を
賜たま
ふ
。
是ここ
に
、
二
ふ
た
は
し
らの
神かみ
、
天
上
あ
ま
の
浮
橋
う
き
は
し
に
立た
た
し
て
、
戈ほこ
を
投
さ
し
お
ろし
て
地くに
を
求もと
む
。
因よ
り
て
、
滄あを
海うな
は
らを
画
か
き
な
し
て
、
引
き
挙あ
ぐ
る
と
き
に
、
即
ち
戈ほこ
の
鋒さき
よ
り
垂
し
た
だ
り
落お
つ
る
潮しほ
、
結こ
り
て
嶋しま
と
為な
る
。
名なづ
け
て

お
の
馭ご
慮ろ
嶋しま
と
曰い
ふ
。
二
の
神
、
シ彼
の
嶋
に
降
あ
ま
く
だり
居ま
し
て
、[
降
居]
八
尋
や
ひ
ろ
之の
殿との
を
化み
作た
つ
。
又また
天
あ
め
の
柱
み
は
し
らを
化み
竪た
つ
。
(
中
略)
陰
神
、
乃
す
な
は
ち
先ま
づ
唱とな
へ
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
妍
哉
あ
な
に
ゑ
や
、
可
愛
え
少
男
を
と
こ
を｣
と
の
た
ま
ふ
。
陽
神
、
後のち
に
和こた
へ
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
妍
哉
あ
な
に
ゑ
や
、
可
愛
え
少
女
を
と
め
を｣
と
の
た
ま
ふ
。
遂つい
に
為
み
と
の
夫
婦
ま
ぐ
は
ひ
し
て
、
先
づ
蛭ひる
児こ
を
生
む
。
便すな
はち
葦
船
あ
し
の
ふ
ね
に
載の
せ
て
流
な
が
し
やり
て
き
。
次
に
淡
洲
あ
は
の
し
ま
を
生
む
。
此これ
亦また
児こ
の
数かず
に
充い
れ
ず
。
故かれ
、
ス還
復
り
て
天あめ
に
上のぼ
り
詣まう
で
て
[
還
復
上
詣
於
天]
、
具
つ
ぶ
さ
に
其そ
の
状
あ
り
さ
まを
奏まう
し
た
ま
ふ
。
時とき
に
天
神
あ
ま
つ
か
み
、
太
占
ふ
と
ま
に
を
以も
て
卜う
合ら
ふ
。
乃
ち
教
を
し
へ
いで
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
婦
人
た
わ
や
め
の
辞こと
、
其
れ
已すで
に
先ま
づ
揚あ
げ
た
れ
ば
か
。
更さら
に
セ還
り
去い
ね
[
還
去]｣
と
の
た
ま
ふ
。
ソ乃
ち
時
日
と
き
ひ
を
卜
定
う
ら
へ
て
降
あ
ま
く
だす
[
乃
卜
定
時
日
而
降
之]
。
故かれ
、
二
の
神
、
改
あ
ら
た
め
て
復
柱
ま
た
み
は
し
らを
巡
り
た
ま
ふ
。
こ
こ
で
伊
弉
諾
尊
は
[
天
↓

馭
慮
嶋
↓
天
↓

馭
慮
嶋]
と
往
還
し
て
お
り
、『
書
紀』
第
四
段
本
文
よ
り
物
語
構
成
は
『
古
事
記』
に
近
い
。
ま
た

馭
慮
嶋
へ
の
｢
降
居｣
(
シ)
は
天
つ
神
に
よ
る
｢
豊
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
地
有
り
。
汝
往
き
て
修
す
べ
し｣
と
い
う
命
令
(
サ)
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
婚
姻
の
失
敗
に
つ
い
て
｢
具
に
其
の
状｣
を
奏
上
し
、
天
つ
神
の
助
言
を
得
る
た
め
に
昇
天
し
(
ス)
、
再
び
降
臨
す
る
展
開
(
セ
ソ)
か
ら
も
、
や
は
り
『
古
事
記』
に
近
い
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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特
に
第
四
段
本
文
と
『
古
事
記』
と
の
表
現
の
相
異
に
つ
い
て
太
田
善
麿
は
、
｢
高
天
の
原｣
は
、
皇
祖
神
お
よ
び
八
百
万
神
の
駐
屯
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
現
世
へ
の
関
係
の
し
か
た
は
、｢
み
こ
と
も
ち
て｣
と
い
う
考
え
方
で
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
中
略)
｢
命
も
ち
て｣
と
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
書
紀
で
は
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
と
は
、
天
浮
橋
の
上
に
計
っ
て
国
を
生
み
、
夫
人
の
先
言
に
つ
い
て
も
、｢
事
既
不
祥｣
と
い
う
判
断
に
も
と
づ
い
て
改
言
し
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
｢
み
こ
と
も
ち
て
す
る｣
理
念
に
立
っ
た
古
事
記
と
｢
本
質
的
相
違｣
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。(
傍
点
原
文)
と
説
く
(
)
。
つ
ま
り
｢
葦
原
中
国｣
の
運
営
に
｢
高
天
原｣
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
『
書
紀』
と
の
｢
本
質
的
相
違｣
を
捉
え
て
お
り
、
そ
の
関
わ
り
も
政
治
的
な
｢
み
こ
と
も
ち
て｣
と
い
う
形
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
現
実
と
つ
な
が
る
起
源
神
話
と
し
て
、
ま
た
象
徴
と
し
て
の
｢
高
天
原｣
を
語
っ
て
い
る
と
論
じ
る
。
ま
た
倉
野
憲
司
は
『
古
事
記』
に
独
特
の
語
句
と
述
べ
た
上
で
こ
の
語
に
は
｢
神
の
命
令
に
随
つ
て
事
が
行
は
れ
る｣
と
い
う
『
古
事
記』
に
一
貫
す
る
思
想
が
表
さ
れ
て
い
る
と
し
た
(
)
。
こ
の
思
想
の
論
理
を
構
造
的
に
解
き
明
か
し
た
の
が
青
木
周
平
で
あ
る
。
秩
序
化
の
論
理
構
造
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
青
木
は
葦
原
中
国
平
定
神
話
に
お
け
る
｢
言
向｣
を
検
証
し
、
｢
命
以｣
｢
言
向｣
｢
復
奏｣
が
一
連
の
構
造
体
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
(
)
。
本
文
１
に
こ
の
よ
う
な
構
造
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
ア｢
命
以｣
や
イ｢
詔｣
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
岐
美
二
柱
の
移
動
が
天
つ
神
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
形
式
的
な
表
現
は
秩
序
立
て
ら
れ
た
組
織
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
菅
野
雅
雄
は
、
『
記』
が
現
行
所
伝
の
形
に
改
め
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
司
令
神
と
し
て
の
｢
天
神｣
を
語
り
、｢
天
神｣
が
総
て
の
行
動
の
源
泉
で
あ
り
、
総
て
が
｢
天
神｣
の
命
に
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
る
、
と
い
う
思
想
を
強
く
打
ち
出
そ
う
と
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
と
し
、『
古
事
記』
の
物
語
改
変
の
跡
は
｢
皇
権
の
存
在
を
明
確
に
主
張
せ
ん
と
し
た
『
記』
の
特
異
性
の
現
わ
れ｣
、
即
ち
｢
皇
権
の
理
論
化
、
正
統
化
、
お
よ
び
強
化
を
は
か
っ
た｣
跡
と
論
じ
る
(
)
。
正
し
い
理
解
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
考
え
を
｢
高
天
原｣
と
｢
葦
原
中
国｣
の
関
係
性
の
創
出
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
本
文
１
の
ア｢
命
以｣
は
天
つ
神
を
主
体
と
す
る
確
固
た
る
命
15
令
系
統
に
則
っ
た
岐
美
二
柱
の
派
遣
で
あ
る
こ
と
を
意
図
し
た
表
現
で
あ
り
、｢
高
天
原｣
と
｢
葦
原
中
国｣
の
関
係
を
｢
高
天
原｣
を
中
心
と
す
る
秩
序
あ
る
構
造
体
と
し
て
描
き
出
す
た
め
の
表
現
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
イ
の
｢
詔｣
に
つ
い
て
は
谷
口
雅
博
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
(
)
。
『
書
紀』
の
｢
詔｣
は
公
的
な
場
面
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
天
皇
が
公
的
な
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
す
る
際
に
の
み
用
い
ら
れ
て
お
り
、
中
国
に
お
け
る
秦
以
後
の
用
法
と
合
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
と
論
じ
る
。
ま
た
神
代
紀
で
は
｢
勅｣
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、｢
詔｣
と
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
対
す
る
『
古
事
記』
で
は
｢
高
天
原｣
の
神
々
か
ら
天
皇
や
御
子
の
会
話
引
用
語
と
し
て
幅
広
く
｢
詔｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
｢
詔｣
一
字
に
拠
っ
た
所
以
は
、
や
は
り
天
神
か
ら
歴
代
天
皇
へ
の
一
連
の
皇
統
を
強
調
す
る
意
味
合
い
が
あ
ろ
う
。
と
述
べ
る
。『
古
事
記』
の
用
字
傾
向
か
ら
導
か
れ
る
合
理
的
な
考
え
で
あ
り
、｢
詔｣
は
｢
命
以｣
と
同
じ
く
皇
統
を
語
る
場
合
に
用
い
る
特
定
の
文
字
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
続
い
て
｢
天
降｣
の
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
の
｢
天
降｣
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
松
本
直
樹
は
、
｢
天
降｣
の
意
味
は
、
具
体
的
行
為
と
し
て
は
、
天
か
ら
地
上
に
降
り
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
思
想
的
背
景
と
し
て
は
、
そ
の
降
下
が
｢
天｣
の
秩
序
の
降
下
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
｢
天｣
が
｢
降｣
り
る
こ
と
を
意
味
す
る
表
現
な
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
｢
自
天
降｣
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
論
じ
た
(
)
。『
古
事
記』
と
『
万
葉
集』
に
お
け
る
｢
天
降｣
を
比
較
検
証
し
、
特
に
｢｢
天｣
の
秩
序
の
降
下
で
あ
る｣
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
前
の
検
討
と
合
わ
せ
れ
ば
｢
高
天
原｣
か
ら
｢
葦
原
中
国｣
へ
の
秩
序
の
降
下
と
い
う
限
定
さ
れ
た
理
念
の
も
と
に
用
い
ら
れ
た
語
句
で
あ
る
と
い
え
る
。
上
位
者
(
天
つ
神)
の
命
令
に
よ
っ
て
岐
美
二
柱
は
｢
高
天
原｣
か
ら
｢
葦
原
中
国｣
へ
と
移
動
を
繰
り
返
す
。
こ
の
世
界
間
の
移
動
に
は
用
語
面
か
ら
か
な
り
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
注
意
と
は
命
令
が
下
さ
れ
実
行
さ
れ
る
経
緯
が
ア｢
命
以｣
イ
｢
詔｣
ウ｢
天
降｣
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
た
だ
移
動
す
る
こ
と
だ
け
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
形
式
的
で
あ
り
秩
序
に
則
っ
た
行
為
で
あ
る
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こ
と
を
示
す
語
句
な
の
で
あ
る
。｢
高
天
原｣
と
｢
葦
原
中
国｣
は
そ
の
関
係
が
形
成
さ
れ
る
始
ま
り
の
時
点
に
お
い
て
既
に
｢
高
天
原｣
を
主
体
と
す
る
世
界
と
し
て
表
さ
れ
て
お
り
、
秩
序
立
て
ら
れ
た
構
造
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
性
を
描
き
出
す
た
め
に
伊
邪
那
岐
命
の
移
動
表
現
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
の
往
来
―
自
ら
の
意
志
に
基
づ
く
移
動
次
に
岐
美
二
柱
の
｢
黄
泉
国｣
へ
の
物
語
を
検
証
す
る
。
菅
野
雅
雄
は
こ
の
神
話
の
基
盤
に
｢
異
郷
に
赴
き
女
人
を
得
、
威
力
を
身
に
付
け
て
帰
り
長
者
と
な
る｣
と
い
う
古
代
信
仰
の
存
在
を
推
定
し
た
(
)
。｢
黄
泉
国｣
か
ら
帰
還
し
た
伊
邪
那
岐
命
は
大
神
と
な
り
天
照
大
御
神
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
黄
泉
国
訪
問
神
話
は
移
動
主
体
の
変
化
や
成
長
を
語
る
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
こ
れ
は
伊
邪
那
岐
命
に
対
す
る
｢
黄
泉
国｣
の
は
た
ら
き
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
｢
黄
泉
国｣
に
伊
邪
那
岐
命
が
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
次
に
伊
邪
那
岐
命
の
二
つ
め
の
世
界
間
移
動
を
考
察
す
る
。
先
ず
火
之
迦
具
土
神
を
生
み
、
神
避
る
こ
と
に
な
っ
た
伊
邪
那
美
命
を
追
っ
て
い
く
場
面
を
本
文
２
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
。
本
文
２是
に
其
の
妹いも
タ伊
邪
那
美
命
の
を
相あひ
見み
む
と
欲おも
ひ
て
[
欲
相
見
其
妹
伊
邪
那
美
命]
、
黄
泉
よ
み
の
国
に
チ追
ひ
往ゆ
き
き
[
追
往]
。
尓ここ
に
殿との
の
縢
戸
と
ざ
し
ど
よ
り
出
で
向
か
へ
し
時
、
伊
邪
那
岐
命
、
語
ら
ひ
詔の
り
た
ま
ひ
し
く
、｢
愛
う
つ
く
し
き
我あ
が
那な
迩に
妹も
の
命
み
こ
と
、
吾あれ
と
汝
い
ま
し
と
作
れ
る
国
、
未いま
だ
作
り
竟を
へ
ず
。
故かれ
、
還
る
べ
し
。｣
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
尓
に
伊
邪
那
美
命
答
へ
白まを
し
し
く
、｢
ツ悔
し
き
か
も
、
速と
く
来こ
ず
て
。
テ吾
は
黄
泉
よ
も
つ
戸へ
喫ぐひ
為し
つ
[
悔
哉
、
不
速
来
。
吾
者
為
黄
泉
戸
喫]
。
然
れ
ど
も
愛
う
つ
く
し
き
我あ
が
那な
勢せ
の
命
、
ト入
り
来き
坐ま
せ
る
事
恐
か
し
こ
し
。
故
、
還
ら
む
と
欲
ふ
を
、
ナ且
く
黄
泉
よ
も
つ
神
と
相
論
あ
げ
つ
ら
は
む
[
入
来
坐
之
事
、
恐
。
故
、
欲
還
、
且
与
黄
泉
神
相
論]
。
我あ
を
な
視み
た
ま
ひ
そ
。｣
と
ま
を
し
き
。
如か
此く
白
し
て
其
の
殿
の
内
に
還
り
入
り
し
間
、
ニ甚
久
し
く
て
待
ち
難かね
た
ま
ひ
き
[
甚
久
難
待]
。
故かれ
、
左
の
御み
美み
豆づ
良ら
に
刺さ
せ
る
湯ゆ
津つ
津つ
間ま
櫛ぐし
の
男
柱
を
ば
し
ら
一
箇
ひ
と
つ
取
り
闕か
き
て
、
ヌ一
つ
火び
燭とも
し
て
入
り
見
た
ま
ひ
し
時
[
入
見
之
時]
、
宇う
士じ
多た
加か
礼れ
許こ
呂ろ
呂ろ
岐き
弖て
、
頭
か
し
ら
に
は
大おほ
雷
い
か
づ
ち
居を
り
、
胸
に
は
火ほ
雷
い
か
づ
ち
居を
り
、
腹
に
は
黒くろ
雷
居
り
、
陰ほと
に
は
拆さく
雷
居
り
、
左
の
手
に
は
若わか
雷
居
り
、
右
の
手
17
に
は
土つち
雷
居
り
、
左
の
足
に
は
鳴なり
雷
居
り
、
右
の
足
に
は
伏ふし
雷
居
り
、

あ
は
せ
て
八や
は
し
ら
の
雷
い
か
づ
ち
神がみ
成な
り
居
り
き
。
是ここ
に
伊
邪
那
岐
命
、
ネ見
畏
み
て
[
見
畏
而]
ノ逃
げ
還かへ
る
[
逃
還]
時
、
其
の
妹いも
伊
邪
那
美
命
、｢
ハ吾
に
辱はぢ
見
せ
つ
[
令
見
辱
吾]
。｣
と
言
ひ
て
、
即
ち
ヒ予
母
都
志
許
売
を
遣つか
は
し
て
追
は
し
め
き
[
遣
予
母
都
志
許
売
、
令
追]
。
尓
に
伊
邪
那
岐
命
、
黒
御
を
取
り
て
投
げ
棄う
つ
れ
ば
、
乃
ち
蒲
え
び
か
づ
ら
の
子み
生な
り
き
。
是こ
を

ひ
ろ
ひ
食は
む
間
に
、
フ逃
げ
行
く
を
[
逃
行]
、
猶なほ
追
ひ
し
か
ば
、
亦
其
の
右
の
御み
美み
豆づ
良ら
に
刺
せ
る
湯ゆ
津つ
津つ
間ま
櫛ぐし
を
引
き
闕か
き
て
投
げ
棄う
つ
れ
ば
、
乃
ち
笋たか
む
な生
り
き
。
是こ
を
抜
き
食は
む
間
に
、
ヘ逃
げ
行
き
き
[
逃
行]
。
且また
後のち
に
は
、
其
の
八や
は
し
ら
の
雷
神
に
、
千ち
五い
百ほ
の
黄
泉
よ
も
つ
軍
い
く
さ
を
副そ
へ
て
追
は
し
め
き
。
尓
に
御は
佩か
せ
る
十
拳
と
つ
か
剣
を
拔
き
て
、
後
し
り
へ
手で
に
布ふ
伎き
都つ
都つ
ホ逃
げ
来
る
を
[
逃
来]
、
猶
追
ひ
て
、
マ黄
泉
比
良
坂
の
坂
本
さ
か
も
と
に
到
り
し
時
[
到
黄
泉
比
良
坂
之
坂
本
時]
、
其
の
坂
本
に
在
る
桃
も
も
の
子み
三み
箇つ
を
取
り
て
、
待
ち
撃う
て
ば
、
悉
こ
と
ご
とに
迯に
げ
返かへ
り
き
。
(
中
略)
是ここ
を
以も
ち
て
伊
邪
那
伎
大
神
詔の
り
た
ま
ひ
し
く
、｢
吾あ
は
伊い
那な
志し
許こ
米め
志し
許こ
米め
岐き
穢
き
た
な
き
国
に
到
り
て
在あ
り
祁け
理り
。
故
、
吾あ
は
御み
身み
の
禊みそ
ぎ
為せ
む
。｣
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
ミ竺
紫
の
日ひ
向むか
の
橘
た
ち
ば
なの
小を
門ど
の
阿あ
波は
岐き
原はら
に
到
り
坐ま
し
て
[
到
坐]
、
禊みそ
ぎ
祓はら
ひ
た
ま
ひ
き
。
移
動
を
示
す
部
分
は
波
線
で
示
し
た
。
ま
た
そ
の
移
動
の
き
っ
か
け
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
伊
邪
那
岐
命
は
伊
邪
那
美
命
を
チ｢
追
い
往
く｣
形
で
｢
黄
泉
国｣
に
入
る
。
こ
の
｢
追
い
往
く｣
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
伊
邪
那
岐
命
の
タ｢
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
ひ
て｣
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
即
ち
亡
き
妻
に
も
う
一
度
会
い
た
い
と
い
う
思
い
が
行
動
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
２
に
お
い
て
は
伊
邪
那
岐
命
の
感
情
表
現
を
き
っ
か
け
と
し
て
世
界
間
移
動
が
導
か
れ
て
い
る
。
本
文
２
か
ら
こ
の
展
開
の
骨
子
を
抽
出
し
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
[
葦
原
中
国
↓
黄
泉
国]
タ
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
ひ
て[
欲
相
見
其
妹
伊
邪
那
美
命]
↓
チ
黄
泉
国
に
追
ひ
往
き
き
[
追
往]
。
[
黄
泉
国
↓
葦
原
中
国]
ネ
見
畏
み
て
[
見
畏
而]
↓
ノ
逃
げ
還
る
[
逃
還]
↓
フ
逃
げ
行
く
を
[
逃
行]
↓
ヘ
逃
げ
行
き
き
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[逃
行]
↓
ホ
逃
げ
来
る
を
[
逃
来]
↓
マ
黄
泉
比
良
坂
の
坂
本
に
到
り
し
時
[
到]
↓
ミ
阿
波
岐
原
に
到
り
坐
し
て
[
到
坐]
｢
相
見
む
と
欲
ひ
て｣
に
対
し
て
｢
追
い
往
き
き｣
、｢
見
畏
み
て｣
に
対
し
て｢
逃
げ
還
る｣
と
な
る
。
上
位
者
の
命
令
に
基
づ
く[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
に
み
ら
れ
た
形
式
的
命
令
系
統
は
こ
こ
に
は
な
い
。
ま
た
移
動
表
現
だ
け
で
な
く
他
の
行
動
(
傍
点
部
分)
の
き
っ
か
け
と
し
て
も
感
情
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
黄
泉
国
訪
問
神
話
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
も
要
素
の
み
抽
出
し
て
以
下
に
示
す
。
[
感
情
↓
行
動]
ツ
悔
し
き
か
も
、
速
く
来
ず
て
[
悔
哉
、
不
速
来]
。
↓
ア
吾
は
黄
泉
戸
喫
為
つ
[
吾
者
為
黄
泉
戸
喫]
ト
入
り
来
坐
せ
る
事
恐
し
。
故
、
還
ら
む
と
欲
ふ
を
[
入
来
坐
之
事
、
恐
。
故
、
欲
還]
↓
ナ
且
く
黄
泉
神
と
相
論
は
む
[
且
与
黄
泉
神
相
論]
ニ
甚
久
し
く
て
待
ち
難
た
ま
ひ
き
[
甚
久
難
待]
。
↓
ヌ
一
つ
火
燭
し
て
入
り
見
た
ま
ひ
し
時
[
入
見
之
時]
ハ
吾
に
辱
見
せ
つ
[
令
見
辱
吾]
。
↓
ヒ
予
母
都
志
許
売
を
遣
は
し
て
追
は
し
め
き
[
遣
予
母
都
志
許
売
、
令
追]
こ
の
よ
う
に
感
情
を
行
動
の
原
因
と
す
る
こ
と
自
体
は
文
脈
上
、
何
ら
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
上
位
者
の
命
令
を
移
動
の
主
体
と
す
る
本
文
１
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
情
に
起
因
し
て[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
間
の
移
動
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
従
来
あ
ま
り
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
本
文
２
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
共
に
伊
邪
那
岐
命
を
主
人
公
と
す
る
一
連
の
物
語
で
あ
り
な
が
ら
、
世
界
間
移
動
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
本
文
１
と
２
は
極
め
て
大
き
い
構
造
的
相
異
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
と
[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
と
の
世
界
間
関
係
の
相
異
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
神
話
的
世
界
同
士
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
二
つ
の
異
な
る
関
係
性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
次
に
問
題
と
な
る
の
は
異
な
る
関
係
性
を
語
る
『
古
事
記』
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
に
本
文
２
の
特
徴
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
た
め
に
『
書
紀』
第
五
段
一
書
第
六
を
以
下
に
掲
げ
、
比
較
検
討
す
る
。
然しか
うし
て
後のち
に
、
ム伊
奘
諾
尊
、
伊
奘
冉
尊
を
追お
ひ
て
、
黄
泉
よ
も
つ
く
に
に
入い
り
て
[
追
伊
弉
冉
尊
、
入
於
黄
泉]
、
及し
き
て
共とも
に
語かた
る
。
時とき
に
伊
奘
冉
尊
の
曰
の
た
ま
は
く
、｢
吾あが
夫な
君せ
の
尊
み
こ
と
、
何なに
ぞ
晩おそ
く
来
い
で
ま
し
つ
る
。
吾われ
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已すで
に
よ
泉もつ
之へ
竃ぐひ
せ
り
。
然しか
れ
ど
も
、
吾われ
当まさ
に
寝ね
息やす
ま
む
。
請こ
ふ
、
な
視み
ま
し
そ｣
と
の
た
ま
ふ
。
伊
奘
諾
尊
、
聴き
き
た
ま
は
ず
し
て
、
陰ひそ
かに
湯ゆ
津つ
爪つま
櫛ぐし
を
取と
り
て
、
其そ
の
雄
柱
ほ
と
り
は
を
牽ひ
き
折か
き
て
、
秉た
炬ひ
と
し
て
、
見み
し
か
ば
、
膿うみ
沸わ
き
虫うじ
流たか
る
。
今いま
、
世
人
よ
の
ひ
と
、
夜よる
一ひと
片つび
之
と
ぼ
す
火こと
忌い
む
、
又また
夜
擲なげ
櫛ぐし
を
忌
む
、
此これ
其そ
の
縁
こ
と
の
も
とな
り
。
時
に
伊
奘
諾
尊
、
メ大
き
に
驚
お
ど
ろ
き
て
曰のた
まは
く
[
大
驚
之
曰]
、｢
吾われ
、
意おも
は
ず
、
不い
須な
也し
凶こ
目め
き
汚きた
穢な
き
国くに
に
到き
に
け
り｣
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃
す
な
は
ち
急
す
み
や
かに
モ走
げ
廻か
帰へ
り
た
ま
ふ
[
乃
急
走
廻
帰]
。
時
に
、
伊
奘
冉
尊
、
恨うら
み
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
何なに
ぞ
要ちぎ
り
し
言こと
を
用もち
ゐ
た
ま
は
ず
し
て
、
吾
に
ヤ恥
辱
み
せ
ま
す
[
令
吾
恥
辱]｣
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
ユ泉
津
醜
女
八や
人ひと
、
一ある
に
云い
は
く
、
泉よも
津つ
日ひ
狭さ
女め
と
い
ふ
、
を
遣
つ
か
は
し
て
追お
ひ
て
留とど
め
ま
つ
る
[
遣
泉
津
醜
女
八
人
、
一
云
、
泉
津
日
狭
女
、
追
留
之]
。
先
ず
｢
黄
泉｣
に
追
っ
て
入
っ
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
(
ム)
が
、
心
情
表
現
は
な
い
。
次
に
伊
弉
冉
尊
の
メ｢
大
き
に
驚
き
て｣
と
い
う
感
情
表
現
は
、
モ｢
急
に
走
げ
廻
帰
り
た
ま
ふ｣
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
る
。
更
に
伊
弉
冉
尊
の
ヤ｢
吾
に
恥
辱
み
せ
ま
す｣
と
い
う
感
情
は
ユ｢
泉
津
醜
女
八
人｣
を
遣
わ
す
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
り
、｢
追
ひ
て
留
め
ま
つ
る｣
と
い
う
展
開
を
も
た
ら
す
。
後
半
の
部
分
は
引
用
を
省
略
し
た
が
｢
伊
奘
諾
尊
、
剣
を
抜
き
て
背
し
り
へ
でに
揮ふ
き
つ
つ
逃
ぐ
。[
逃
矣]｣
と
黄
泉
を
逃
げ
出
し
て
、
伊
奘
諾
尊
、
已
に
泉よも
津つ
平
坂
ひ
ら
さ
か
に
到いた
り
ま
す
[
已
到]
。
一
に
云
は
く
、
伊
奘
諾
尊
、
乃
す
な
は
ち
大おほ
樹き
に
向むか
ひ
て
放ゆま
り
ま
る
。
此
即
ち
巨おほ
川かは
と
化
成
な
る
。
泉
津
日
狹
女
、
其
の
水かは
を
渡わた
ら
む
と
す
る
間
に
、
伊
奘
諾
尊
、
已
に
泉
津
平
坂
に
至ま
し
ま
し
ぬ
と
い
ふ
[
已
至]
。
と
泉
津
平
坂
に
た
ど
り
着
い
た
伊
弉
諾
尊
は
、
次
の
場
面
で
は
｢
既
に
還
り
て
[
既
還]｣
と
あ
り
、
黄
泉
で
付
い
た
穢
れ
を
祓
う
た
め
に
、
則
ち
往
き
て
筑
紫
つ
く
し
の
日
向
ひ
む
か
の
小お
戸ど
の
橘
た
ち
ば
なの
檍
原
あ
は
き
は
ら
に
至
り
ま
し
て
[
則
往
至
筑
紫
日
向
小
戸
橘
之
檍
原]
な
ど
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
黄
泉
か
ら
逃
げ
帰
る
場
面
に
お
い
て
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
感
情
表
現
は
確
認
で
き
ず
、『
古
事
記』
に
比
べ
不
徹
底
な
構
造
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
『
書
紀』
第
五
段
一
書
第
九
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
一
書
に
曰
は
く
、
ヨ伊
奘
諾
尊
、
其そ
の
妹
い
ろ
も
を
見み
ま
さ
む
と
欲
お
も
ほ
し
て
[
欲
見]
、
乃
す
な
は
ち
ワ殯
斂
の
処
と
こ
ろ
に
到いま
す
[
到
殯
斂
之
処]
。
是
の
時
に
、
伊
奘
冉
尊
、
猶なほ
生
平
い
け
り
し
と
き
の
如ごと
く
に
し
て
、
出い
で
迎むか
へ
て
共とも
に
語かた
る
。
已すで
に
し
て
伊
奘
諾
尊
に
謂かた
り
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
吾あ
が
夫
君
尊
な
せ
の
み
こ
と
、
請こ
ふ
、
吾
を
な
視み
ま
し
そ｣
と
の
た
ま
ふ
。
言
訖
の
た
ま
ふ
こ
と
を
はり
て
忽
然
た
ち
ま
ち
に
見
え
ず
。
20
時
に
闇くら
し
。
伊
奘
諾
尊
、
乃
ち
一ひ
片と
之つ
火び
を
挙とも
し
て
視
み
そ
な
はす
。
時
に
伊
奘
冉
尊
、
脹
満
は
れ
太た
高た
へ
り
。
上うえ
に
八や
色くさ
の
雷
公
い
か
づ
ち
有あ
り
。
伊
奘
諾
尊
、
ヰ驚
き
て
[
驚
而]
ヲ走
げ
還かへ
り
た
ま
ふ
[
走
還]
。
是
の
時
に
、
雷
い
か
づ
ち
等ども
皆みな
起た
ち
て
追お
ひ
来きた
る
。
冒
頭
部
分
に
ヨ｢
其
の
妹
を
見
ま
さ
む
と
欲
し
て｣
と
あ
り
、『
古
事
記』
に
類
似
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
逃
げ
還
る
場
面
で
も
ヰ
｢
驚
き
て｣
↓
ヲ｢
走
げ
還
り
た
ま
ふ｣
と
あ
り
、
心
情
か
ら
行
動
が
導
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
も
『
古
事
記』
ほ
ど
徹
底
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
次
に
類
似
の
物
語
を
載
せ
る
『
書
紀』
第
五
段
一
書
第
十
を
掲
げ
る
。
一
書
に
曰
は
く
、
伊
奘
諾
尊
、
ａ追
ひ
て
伊
奘
冉
尊
の
所
在
ま
す
処
に
至いた
り
ま
し
て
[
追
至]
、
便
す
な
は
ち
語かた
り
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
ｂ汝
を
悲かな
し
と
お
も
ふ
[
悲
汝]
が
故ゆゑ
に
来き
つ｣
と
の
た
ま
ふ
。
答こた
へ
て
曰
の
た
ま
は
く
、
｢
族
う
が
ら
、
ｃ吾
を
な
看み
ま
し
そ
[
勿
看
吾
矣]｣
と
の
た
ま
ふ
。
伊
奘
諾
尊
、
従
し
た
が
ひ
た
ま
は
ず
し
て
猶なほ
看
み
そ
な
はす
。
故
、
伊
奘
冉
尊
、
ｄ恥
ぢ
恨
み
て
[
恥
恨]
曰
の
た
ま
は
く
、｢
汝
い
ま
し
已すで
に
我わ
が
情
あ
る
か
た
ちを
見
つ
。
我われ
、
復また
汝
が
情
を
見
む｣
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
、
ｅ伊
奘
諾
尊
亦また
慙は
ぢ
た
ま
ふ
[
亦
慙
焉]
。
因
り
て
、
ｆ出
で
返かへ
り
な
む
と
す
[
出
返]
。
時
に
、
直ただ
に
黙もだ
し
て
帰かえ
り
た
ま
は
ず
し
て
、
盟ちか
ひ
て
曰
の
た
ま
は
く
、｢
族
う
が
ら
離はな
れ
な
む｣
と
の
た
ま
ふ
。
又また
曰
は
く
、｢
族
う
が
ら
負ま
け
じ｣
と
の
た
ま
ふ
。
(
中
略)
時
に
泉
守
道
者
よ
も
つ
ち
も
り
び
と
白まう
し
て
云まう
さ
く
、｢
言
の
た
ま
ふ
こ
と
有あ
り
。
曰
の
た
ま
は
く
、『
吾われ
、
汝いま
しと
已すで
に
国くに
を
生う
み
て
き
。
奈
何
い
か
に
ぞ
更さら
に
生い
か
む
こ
と
を
求もと
め
む
。
吾
は
此こ
の
国
に
留
と
ど
ま
り
て
、
共とも
に
去い
ぬ
べ
か
ら
ず』
と
の
た
ま
ふ｣
と
ま
う
す
。
是
の
時
に
、
菊くく
理り
媛
神
ひ
め
の
か
み
、
亦また
白まう
す
事こと
有
り
。
ｇ伊
奘
諾
尊
聞きこ
し
め
し
て
善ほ
め
た
ま
ふ
[
而
善
之]
。
乃
ち
ｈ散
去
け
ぬ
[
乃
散
去
矣]
。
但ただ
し
親
み
づ
か
ら
泉
国
よ
も
つ
く
に
を
見み
た
り
。
此これ
既すで
に
不
祥
さ
が
な
し
。
故
、
ｉ其
の
穢
悪
け
が
ら
は
し
き
も
のを
濯すす
ぎ
除はら
は
む
と
欲
お
も
ほ
し
て
[
欲
濯
除
其
穢
悪]
、
乃
ち
ｊ往
き
て
[
乃
往
見]
粟
門
あ
は
の
み
と
及
び
速
吸
名
門
は
や
す
ひ
な
と
を
見
み
そ
な
はす
。
こ
こ
に
は
伊
弉
冉
尊
の
在
す
所
に
ａ｢
追
ひ
て｣
｢
至
り｣
と
あ
り
、
そ
の
下
に
ｂ｢
汝
を
悲
し
と
お
も
ふ
が
故
に
来
つ｣
と
、
心
情
が
吐
露
さ
れ
る
。
そ
の
直
後
ｃ｢
吾
を
な
看
ま
し
そ｣
と
い
う
伊
弉
冉
尊
の
願
い
を
受
け
入
れ
ず
、
な
お
見
続
け
る
こ
と
で
、
ｄ｢
恥
ぢ
恨
み
て｣
と
伊
弉
冉
尊
の
感
情
が
揺
ら
ぎ
、
伊
弉
諾
尊
も
ｅ｢
慙
じ
た
ま
ふ｣
状
態
に
な
る
。
共
に
恥
を
感
じ
、
伊
弉
諾
尊
は
地
上
に
ｆ｢
出
で
返
り
な
む｣
と
す
る
。
そ
の
後
も
言
い
争
い
が
続
く
が
、
最
後
は
泉
守
道
者
と
菊
理
媛
神
の
申
し
立
て
に
よ
り
伊
弉
冉
尊
の
内
心
を
知
っ
た
伊
弉
諾
尊
は
ｇ
｢
善
め｣
て
、
そ
の
国
を
ｈ｢
散
去｣
す
る
こ
と
に
な
る
。
ｉ｢
穢
悪
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を
濯
ぎ
除
は
む
と
欲
し
て｣
速
吸
名
門
を
ご
覧
に
な
っ
た
(
ｊ)
と
結
ぶ
『
書
紀』
独
自
の
物
語
な
が
ら
、
二
神
の
心
情
を
中
心
に
物
語
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
書
紀』
を
み
る
限
り
や
は
り
行
動
が
心
情
に
導
か
れ
る
と
い
う
構
造
は
決
し
て
特
殊
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
行
き
た
い
と
い
う
意
志
に
よ
っ
て
｢
黄
泉
国｣
ま
で
追
っ
て
来
ら
れ
た
、
と
い
う
結
果
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
世
界
を
渡
る
動
機
と
な
る
｢
相
見
む
と
欲
ふ｣
に
用
い
ら
れ
る
｢
欲｣
と
い
う
字
に
つ
い
て
は
『
古
事
記』
に
お
け
る
｢
黄
泉
国｣
行
き
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
先
ず
『
古
事
記』
の
｢
欲｣
字
三
十
九
例
を
以
下
に
表
示
す
る
。
一
覧
表
に
は
一
段
目
に
原
文
を
、
二
段
目
に
｢
欲｣
字
の
主
体
を
示
し
、
三
段
目
に
は
｢
欲｣
に
伴
う
行
動
を
合
わ
せ
て
掲
げ
た
。
ま
た
四
段
目
の
成
否
と
は
、
そ
の
｢
欲｣
す
る
意
志
、
願
い
が
成
就
し
た
か
否
か
を
示
し
て
い
る
。
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⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
火
遠
理
命
、
謂
其
兄
火
照
命
、
各
相
易
佐
知
欲
用
、
三
度
雖
乞
尓
、
詔
、
吾
、
欲
目
合
汝
奈
何
。
欲
取
其
建
御
名
方
神
之
手
、
乞
帰
而
取
者
、
如
取
若
葦
、
故
、
我
先
欲
取
其
御
手
。
然
、
欲
為
力
競
。
故
、
我
先
欲
取
其
御
手
。
故
尓
、
八
十
神
忿
、
欲
殺
大
穴
牟
遅
神
、
共
議
而
、
故
、
欺
海
和
迩
言
、
吾
与
汝
競
、
欲
計
族
之
多
少
。
菟
答
言
、
僕
在
淤
岐
嶋
、
雖
欲
度
此
地
、
無
度
因
。
所
以
避
者
、
其
八
十
神
、
各
有
欲
婚
稲
羽
之
八
上
比
売
之
心
、
僕
欲
往
妣
国
以
哭
。
欲
奪
我
国
耳
即
、
解
御
髪
、
纏
御
美
豆
羅
而
乃
尓
、
答
白
、
僕
者
欲
罷
妣
国
根
之
堅
州
国
故
、
哭
。
故
、
欲
還
、
且
与
黄
泉
神
相
論
。
莫
視
我
。
於
是
、
欲
相
見
其
妹
伊
邪
那
美
命
、
追
往
黄
泉
国
。
本
文
火
遠
理
命
邇
々
芸
命
建
御
雷
之
男
建
御
名
方
建
御
名
方
八
十
神
稲
羽
の
素
兎
稲
羽
の
素
兎
八
十
神
須
佐
之
男
命
須
佐
之
男
命
須
佐
之
男
命
伊
邪
那
美
命
伊
邪
那
岐
命
｢
欲｣
の
主
体
三
度
雖
乞
詔 乞
帰
而
取
令
取
其
御
手
令
取
其
御
手
議 欺 欺 共
行
稲
羽
哭 ― 哭 論 追
行
黄
泉
国
行
動
○ ○ ○ ○ ○ × ― × × ○ ― ○ × ○ 成否
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答
曰
、
所
以
為
然
者
、
父
王
之
怨
、
欲
報
其
霊
、
是
誠
理
也
。
天
皇
詔
之
、
欲
報
父
王
之
仇
、
必
悉
破
壊
其
陵
、
何
少
掘
乎
。
故
、
欲
毀
其
大
長
谷
天
皇
之
御
陵
而
、
遣
人
之
時
、
天
皇
、
深
怨
殺
其
父
王
之
大
長
谷
天
皇
、
欲
報
其
霊
。
於
是
、
置
目
老
媼
白
、
僕
甚
耆
老
。
欲
退
本
国
。
故
、
鐸
懸
大
殿
戸
、
欲
召
其
老
媼
之
時
、
必
引
鳴
其
鐸
。
心
裏
欲
婚
、
悼
其
亟
老
、
不
得
成
婚
而
、
賜
御
歌
。
汝
命
之
妹
、
若
日
下
王
、
欲
婚
大
長
谷
王
子
。
故
、
可
貢
。
尓
、
其
弟
墨
江
中
王
、
欲
取
天
皇
以
火
著
大
殿
。
天
皇
聞
此
歌
、
即
興
軍
欲
殺
。
如
此
奏
時
、
天
皇
詔
、
然
者
吾
思
奇
異
。
故
、
欲
見
行
。
恋
其
黒
日
売
、
欺
大
后
曰
、
欲
見
淡
道
嶋
而
、
幸
行
之
時
、
故
、
八
十
神
雖
欲
得
是
伊
豆
志
袁
登
売
、
皆
不
得
婚
。
伝
聞
茲
山
有
忿
怒
之
大
猪
。
吾
欲
取
其
猪
。
若
獲
其
猪
乎
。
於
是
、
大
山
守
命
者
、
違
天
皇
之
命
、
猶
欲
獲
天
下
、
見
於
夜
夢
云
、
以
吾
名
欲
易
御
子
之
御
名
。
具
請
之
、
今
如
此
言
教
之
大
神
者
、
欲
知
其
御
名
即
、
答
詔
、
即
入
坐
出
雲
国
。
欲
殺
其
出
雲
建
而
到
即
、
結
友
。
甚
慚
而
、
到
山
代
国
之
相
楽
時
、
取
懸
樹
枝
而
欲
死
。
是
以
、
欲
刺
御
頚
、
雖
三
度
挙
、
哀
情
忽
起
、
不
得
刺
頚
而
、
是
以
、
其
父
母
、
欲
知
其
人
、
誨
其
女
曰
、
以
赤
土
散
床
前
、
妾
、
恒
通
海
道
欲
往
来
。
然
、
伺
見
吾
形
、
尓
、
火
遠
理
命
、
見
其
婢
、
乞
欲
得
水
。
是
乞
其
鉤
故
、
雖
償
多
鉤
、
不
受
、
云
猶
欲
得
其
本
鉤
。
亦
、
作
一
千
鉤
、
雖
償
不
受
、
云
猶
欲
得
其
正
本
鉤
。
顕
宗
天
皇
顕
宗
天
皇
顕
宗
天
皇
顕
宗
天
皇
置
目
老
嫗
雄
略
天
皇
雄
略
天
皇
安
康
天
皇
墨
江
中
王
仁
徳
天
皇
仁
徳
天
皇
仁
徳
天
皇
八
十
神
大
山
守
命
大
山
守
命
伊
奢
沙
和
気
大
神
建
内
宿
禰
倭
建
命
円
野
比
売
沙
本
毘
売
活
玉
依
毘
売
豊
玉
毘
売
火
遠
理
命
火
照
命
火
照
命
× × × × 白 引
鳴
其
鐸
× 詔 火
著
大
殿
軍
興
幸
行
幸
行
― 問 窃
設
兵
将
攻
見
於
夜
夢
云
請 結
友
取
懸
樹
枝
雖
三
度
挙
、
誨 × 乞 云 云
× × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ― × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
以
上
の
三
十
九
例
中
、｢
欲｣
字
に
対
応
す
る
行
動
が
記
さ
れ
て
い
な
い
例
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
④
は
須
佐
之
男
命
の
昇
天
を
、
私
の
国
を
奪
い
に
来
た
の
だ
と
勘
違
い
し
た
天
照
大
御
神
の
心
内
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ま
た

は
｢
応
神
記｣
に
お
い
て
上
巻
に
お
け
る
八
十
神
の
求
婚
場
面
を
引
用
す
る
場
面
の
た
め
に
、｢
欲｣
に
伴
う
は
ず
の
行
動
の
記
載
が
な
い
用
例
と
な
る
。
さ
て
｢
欲｣
に
対
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
例
は
⑱





の
六
例
と
な
る
。
ま
た
｢
欲｣
に
対
す
る
行
動
は
起
こ
す
が
、
成
就
し
な
か
っ
た
例
が
、
成
否
の
段
に
×
を
付
し
た
十
六
例
と
な
る
。｢
欲｣
字
の
主
体
に
つ
い
て
は
特
に
天
つ
神
や
天
孫
に
偏
る
な
ど
の
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
行
動
に
つ
い
て
も
一
貫
性
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
個
人
的
な
欲
求
を
示
す
点
は
共
通
し
て
お
り
、
命
令
の
完
遂
や
国
家
安
泰
を
願
う
な
ど
の
公
的
な
要
請
を
表
す
場
面
に
｢
欲｣
字
は
用
い
ら
れ
な
い
。
本
文
２
に
用
い
ら
れ
る
①
②
を
含
む
③
⑤
⑱
は
神
話
的
世
界
を
移
動
し
よ
う
と
思
い
願
う
場
面
で
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
個
人
的
な
希
求
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
伊
邪
那
岐
命
の
意
志
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
本
文
２
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
が
変
化
す
る
｢
葦
原
中
国｣
と
い
う
観
点
か
ら
、
イ
ザ
ナ
キ
が
自
ら
の
意
思
で
、｢
黄
泉
国｣
の
国
か
ら
逃
げ
て
い
く
方
向
へ
向
か
っ
て
、
自
分
の
新
た
な
居
場
所
と
な
る
世
界
を
指
し
て
い
る
形
で
｢
葦
原
中
国｣
と
い
う
世
界
を
言
い
現
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
の
呪
力
に
よ
っ
て
｢
葦
原
中
国｣
と
い
う
世
界
が
生
成
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
論
じ
、｢
葦
原
中
国｣
の
形
成
に
は
｢
イ
ザ
ナ
キ
の
意
思
の
働
き
を
見
過
ご
せ
な
い｣
と
し
て
い
る
(
)
。
本
文
２
に
伊
邪
那
岐
命
の
意
思
を
読
み
取
り
、
そ
れ
が
｢
葦
原
中
国｣
の
生
成
に
は
た
ら
い
て
い
る
と
論
じ
る
。
た
だ
｢
葦
原
中
国｣
の
出
現
に
対
し
て
伊
邪
那
岐
命
の
意
志
が
直
接
は
た
ら
い
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
解
釈
上
の
問
題
を
残
す
。
伊
邪
那
岐
命
の
意
志
が
直
結
し
て
い
く
の
は
、
文
脈
上
は
そ
の
行
動
で
あ
り
、[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
間
の
移
動
に
対
し
て
な
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
再
言
す
れ
ば
、[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
の
往
復
は
伊
邪
那
岐
命
の
願
望
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
世
界
の
側
か
ら
捉
え
れ
ば
、
伊
邪
那
岐
命
の
意
志
の
前
に
開
放
さ
れ
た
空
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
｢
開
か
れ
た
世
界｣
だ
か
ら
こ
そ
伊
邪
那
岐
命
は
自
ら
の
意
志
で
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
黄
泉
醜
女
や
黄
泉
軍
24
と
い
っ
た
困
難
や
障
害
は
そ
の
交
通
に
お
い
て
存
在
は
す
る
。
し
か
し
障
害
は
あ
る
け
れ
ど
も
そ
れ
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
関
係
性
の
方
に
目
を
向
け
れ
ば
、｢
葦
原
中
国｣
と
｢
黄
泉
国｣
は
欲
す
れ
ば
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
｢
開
か
れ
た
世
界｣
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
移
動
す
る
神
を
利
用
す
る
こ
と
で
こ
の
世
界
構
造
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
文
１
の
移
動
の
在
り
方
と
対
称
的
と
も
い
え
る
構
造
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
神
話
的
世
界
の
移
動
の
分
析
伊
邪
那
岐
命
は
一
柱
で
二
つ
の
世
界
構
造
を
そ
の
移
動
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
き
た
。
即
ち
、
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
Ａ
上
位
者
の
命
令
に
基
づ
く
移
動
天
つ
神
の
命
令
に
則
っ
た
移
動
限
ら
れ
た
神
に
よ
る
移
動
秩
序
的
[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
Ｂ
自
ら
の
意
志
に
基
づ
く
移
動
願
望
に
由
来
す
る
自
由
な
移
動
開
か
れ
た
関
係
性
と
い
う
対
称
的
な
世
界
間
関
係
が
伊
邪
那
岐
命
の
移
動
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
称
性
を
〈
ア
メ
〉
と
〈
ク
ニ
〉
の
次
元
の
違
い
と
断
じ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
(
)
、
次
元
を
異
に
す
る
世
界
構
造
が
、
伊
邪
那
岐
命
一
柱
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
つ
ま
り
異
な
る
世
界
間
関
係
が
並
行
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
世
界
の
在
り
方
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
と
き
『
古
事
記』
は
、
伊
邪
那
岐
命
の
世
界
間
移
動
に
よ
っ
て
、
神
話
的
世
界
が
多
様
な
関
係
性
を
築
き
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
そ
の
関
係
性
は
一
義
的
な
も
の
で
は
な
く
多
義
的
な
空
間
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
神
話
的
世
界
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
毛
利
正
守
は
、
往
復
す
る
神
と
行
き
っ
ぱ
な
し
の
神
と
い
う
切
り
口
か
ら
論
じ
た
(
)
。
そ
の
結
果
皇
統
の
神
の
拡
散
、
即
ち
｢
高
天
原｣
の
秩
序
の
拡
大
と
、
神
話
的
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
戻
り
｢
葦
原
中
国｣
、
後
の
｢
天
下｣
の
充
足
が
図
ら
れ
る
と
い
う
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
移
動
す
る
神
々
は
｢
高
天
原｣
や
｢
葦
原
中
国｣
の
特
殊
性
を
表
現
す
る
材
料
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
神
そ
の
も
の
の
特
殊
性
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
捉
え
方
と
は
逆
に
、
本
稿
で
は
移
動
す
る
神
々
を
、
神
話
的
世
界
を
つ
な
ぐ
存
在
と
捉
え
、[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
と
[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
を
伊
邪
那
岐
命
の
行
為
と
い
25
う
同
一
基
準
に
よ
っ
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
な
対
称
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
『
古
事
記』
は
移
動
表
現
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
世
界
構
造
が
並
存
し
て
い
る
状
況
を
示
し
、
神
話
的
世
界
が
多
義
的
空
間
と
し
て
創
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
伊
邪
那
岐
命
の
世
界
間
移
動
の
考
察
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
伊
邪
那
岐
命
の
[
高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
の
移
動
は
天
つ
神
の
命
令
に
よ
る
移
動
で
あ
り
、
こ
れ
は
秩
序
化
さ
れ
た
世
界
の
描
出
と
捉
え
ら
れ
る
。
中
巻
以
降
の
天
皇
世
界
、
即
ち
｢
天
下｣
の
出
現
を
見
据
え
た
と
き
、
そ
の
｢
天
下｣
と
な
る
｢
葦
原
中
国｣
を
｢
高
天
原｣
化
す
る
こ
と
は
『
古
事
記』
上
巻
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
い
ず
れ
の
神
で
も
移
動
が
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
移
動
表
現
を
用
い
た
世
界
間
関
係
の
構
築
は
限
定
さ
れ
た
神
に
よ
る
往
復
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、[
葦
原
中
国
―
黄
泉
国]
間
の
移
動
は
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
内
発
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
世
界
間
関
係
が
示
す
の
は
、｢
開
か
れ
た
世
界｣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
異
な
る
移
動
形
態
が
示
す
の
は
、
固
定
的
な
世
界
で
は
な
く
複
数
の
あ
り
方
を
許
容
す
る
可
変
的
な
関
係
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
話
的
世
界
へ
の
往
来
が
容
易
な
場
合
と
困
難
な
場
合
と
が
混
在
し
て
い
る
状
態
、
と
単
純
化
し
て
捉
え
て
も
よ
い
。
神
話
的
世
界
の
構
造
的
多
義
性
を
伊
邪
那
岐
命
の
異
な
る
移
動
形
態
に
よ
る
世
界
間
移
動
か
ら
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
七
お
わ
り
に
伊
邪
那
岐
命
の
神
話
は
様
々
な
起
源
を
語
る
と
い
う
点
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
え
て
移
動
す
る
神
と
い
う
側
面
か
ら
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
伊
邪
那
岐
命
は
神
話
的
世
界
の
構
造
が
可
変
的
で
多
義
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
『
古
事
記』
は
伊
邪
那
岐
命
の
二
つ
の
世
界
間
移
動
を
描
く
に
あ
た
り
、
対
称
的
で
異
な
る
移
動
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
な
る
関
係
性
を
見
せ
る
世
界
、
或
い
は
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る
世
界
、
そ
の
よ
う
な
可
変
的
な
世
界
構
造
を
『
古
事
記』
は
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
『
古
事
記』
が
上
巻
か
ら
中
巻
へ
、
神
話
か
ら
歴
史
へ
、
神
か
ら
天
皇
へ
の
変
遷
を
語
る
書
物
だ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
話
的
世
界
に
立
ち
返
れ
ば
、
可
変
的
な
関
係
性
と
は
｢
葦
原
中
国｣
か
ら
｢
天
下｣
へ
の
変
化
を
も
許
容
す
る
神
話
的
世
界
の
構
造
で
あ
り
、
26
こ
の
可
変
的
な
構
造
を
『
古
事
記』
編
纂
者
は
冒
頭
の
伊
邪
那
岐
命
の
移
動
表
現
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
語
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
三
つ
の
神
話
的
世
界
に
お
け
る
異
な
る
二
つ
の
関
係
性
を
一
柱
の
神
が
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
[
注]
(
１)
西
條
勉
『
古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学』
、
二
〇
〇
五
年
、
笠
間
書
院
。
七
八
頁
。
(
２)
水
林
彪
は
｢
高
天
原｣
に
つ
い
て
、
｢
葦
原
中
国｣
、
さ
ら
に
は
｢
海
原｣
に
依
存
す
る
。｢
高
天
原｣
は
、
総
体
と
し
て
、｢
地｣
に
そ
の
存
立
の
根
拠
を
有
す
る
世
界
で
あ
っ
た
。
と
｢
葦
原
中
国｣
と
｢
海
原｣
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
定
位
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
と
説
く
。(『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り』
、
一
九
九
一
年
、
岩
波
書
店
。)
(
３)
津
田
左
右
吉
は
黄
泉
国
訪
問
神
話
に
つ
い
て
、
古
事
記
に
於
い
て
す
ら
も
、
前
後
の
物
語
と
は
少
し
も
関
係
の
な
い
一
つ
の
挿
話
と
な
つ
て
ゐ
る
。
と
論
じ
、｢
後
人
の
挿
入
し
た
も
の｣
と
す
る
。(『
日
本
古
典
の
研
究
上』
、
一
九
五
八
年
、
岩
波
書
店
。
三
九
四
頁
。)
(
４)
本
居
宣
長
は
、
此
二
柱
天
神
は
、
高
天
原
に
生
坐
る
神
に
は
非
れ
ば
、
初
天
神
の
大
命
を
承
り
賜
ふ
と
し
て
、
参
上
り
坐
る
が
、
降
り
た
ま
ふ
な
り
。
と
解
釈
す
る
。(『
古
事
記
伝』
四
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集』
第
九
巻
(
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
。)
に
拠
る
。
一
六
六
頁
。)
(
５)
金
井
清
一
｢
神
世
七
代
の
系
譜
に
つ
い
て｣
『
古
典
と
現
代』
第
49
号
、
一
九
八
一
年
。
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
達
成』
、
一
九
八
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。
毛
利
正
守
｢
古
事
記
冒
頭
の
文
脈
論
的
解
釈｣
『
美
夫
君
志』
第
38
号
、
一
九
八
九
年
。
(
６)
｢
葦
原
中
国｣
は
｢
高
天
原｣
と
｢
黄
泉
国｣
と
の
関
係
性
の
中
か
ら
出
現
す
る
世
界
で
あ
り
、
こ
れ
は
｢
葦
原
中
国｣
が
他
の
世
界
(｢
高
天
原｣
と
｢
黄
泉
国｣)
と
の
関
係
性
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
世
界
と
し
て
『
古
事
記』
が
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
考
え
る
。
神
話
の
世
界
だ
か
ら
と
い
っ
て
｢
既
に
そ
こ
に
あ
っ
た｣
世
界
と
は
認
識
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
神
野
志
隆
光
は
、
｢
黄
泉
国｣
と
の
直
接
の
関
係
は
遮
断
さ
れ
る
が
、｢
黄
泉
津
大
神｣
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
人
間
の
死
と
い
う
問
題
と
と
も
に
｢
葦
原
中
国｣
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
と
論
じ
る
。(｢｢
黄
泉
国｣
を
め
ぐ
っ
て
―｣
『
古
事
記』
の
神
話
的
世
界
―｣
『
風
俗』
第
22
巻
第
３
号
、
一
九
八
三
年
。
後
に
『
古
事
記
の
世
界
観』
(
一
九
八
六
年
、
吉
川
弘
文
館
。)
に
収
録
。
九
〇
頁
。)
ま
た
西
條
勉
は
天
と
地
、
生
と
死
と
い
う
対
比
が
語
ら
れ
る
と
い
う
展
開
の
中
に
｢
葦
原
中
国｣
の
出
現
を
位
置
づ
け
た
。
そ
の
対
比
は
世
界
の
分
離
独
立
を
語
る
前
置
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
｢
分
節
化
し
細
分
化
し
て
い
く｣
世
界
に
つ
い
て
、
27
天
地
初
発
の
は
じ
め
に
は
〈
天
上
界
〉
の
み
が
あ
り
、
つ
ぎ
に
国
生
み
に
よ
っ
て
〈
地
上
界
〉
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
を
契
機
に
〈
死
者
の
世
界
〉
が
出
現
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
展
開
の
な
か
で
、
地
上
の
生
者
世
界
が
｢
葦
原
中
国｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
は
じ
め
全
一
で
あ
っ
た
神
代
の
世
界
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
分
節
化
し
細
分
化
し
て
い
く
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
と
分
離
す
る
こ
と
で
世
界
が
出
現
す
る
と
説
く
。(
前
掲
１
。
七
七
、
七
八
頁
。)
(
７)
本
澤
雅
史
｢
古
事
記
に
お
け
る
｢
降｣
｢
向｣
の
訓
読
に
つ
い
て｣
、
『
古
事
記
年
報』
26
、
一
九
八
四
年
。
一
一
五
頁
。
(
８)
毛
利
正
守
｢
古
事
記
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
｢
自
天
降｣
と
｢
天
降｣
と
―｣
、
古
事
記
研
究
大
系
10
『
古
事
記
の
言
葉』
、
一
九
九
五
年
、

科
書
店
。
一
〇
八
頁
。
(
９)
｢
命
以｣
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
倉
野
憲
司
が
『
書
紀』
に
は
見
え
ず
『
古
事
記』
に
の
み
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
｢
す
べ
て
神
の
命
令
に
随
つ
て
事
が
行
は
れ
る
と
い
ふ
の
が
古
事
記
を
一
貫
し
て
ゐ
る
思
想
で
あ
る
。｣
と
論
じ
る
。(
『
全
註
釈』
第
二
巻
上
巻
篇
(
上)
、
一
九
七
四
年
、
三
省
堂
。
七
四
頁
。)
宣
長
は
｢
修
理
固
成｣
の
詔
は
大
穴
牟
遅
神
の
国
作
り
ま
で
及
ぶ
と
し
て
、
そ
の
完
成
を
以
て
｢
功コト
を
竟ヲヘ
よ｣
と
な
る
と
説
く
。
広
義
の
解
釈
と
い
え
る
が
、
西
宮
一
民
は
少
し
狭
め
て
｢
国
土
の
修
理
固
成
を
、
生
殖
行
為
の
結
果
、
国
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
二
神
の
血
脈
的
系
譜
の
祖
と
し
て
の
位
置
が
確
認
さ
れ
る
。｣
と
国
生
み
ま
で
を
詔
の
範
囲
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
神
野
志
隆
光
は
宣
長
説
を
｢
修
理｣
｢
生｣
｢
作｣
の
用
語
分
析
に
よ
る
読
解
か
ら
確
か
め
直
し
た
。
神
野
志
は
国
を
｢
生｣
み
｢
作｣
る
段
階
は
｢
修
理｣
の
詔
に
含
ま
れ
る
と
説
く
が
、
自
ら
｢
上
代
の
他
の
用
例
と
異
な
る｣
と
述
べ
る
よ
う
に
前
提
と
し
た
｢
修
理｣
の
語
義
に
疑
問
が
残
る
。
金
井
清
一
は
｢
矛
の
滴
り
か
ら
で
き
た
島
は
オ
ノ
ゴ
ロ
島
だ
け
で
あ
る
。｣
と
説
き
、｢
修
理
固
成｣
の
及
ぶ
範
囲
を
淤
能
碁
呂
島
を
成
し
た
と
こ
ろ
ま
で
と
截
然
と
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
狭
義
の
解
釈
に
つ
い
て
菅
野
雅
雄
は
｢『
古
事
記』
原
文
は
｢
修
理
固
成｣
を
命
じ
た
の
で
あ
り
、｢
作
れ｣
で
は
な
い
。｣
と
簡
潔
に
し
て
要
を
得
た
解
釈
を
示
す
。
用
字
用
語
の
使
い
分
け
か
ら
理
解
さ
れ
る
文
脈
と
し
て
金
井
、
菅
野
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
狭
義
の
説
が
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
記
伝』
十
二
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集』
第
十
巻
、
七
頁
。
新
潮
集
成
『
古
事
記』
、
二
八
頁
。
神
野
志
隆
光
、
古
代
文
学
研
究
叢
書
４
『
古
代
天
皇
神
話
論』
、
一
九
九
九
年
、
若
草
書
房
。
金
井
清
一
、
日
本
の
文
学
古
典
編
１
『
古
事
記』
、
一
九
八
七
年
、
ぽ
る
ぶ
出
版
。
四
八
頁
菅
野
雅
雄
｢
出
雲
系
神
話
の
構
想
―
古
事
記
構
想
の
研
究
―｣
、
大
久

喜
一
郎
博
士
古
稀
記
念
『
古
代
伝
承
論』
、
一
九
八
七
年
、
桜
楓
社
。
後
に
『
古
事
記
構
想
の
研
究』
(
一
九
九
三
年
、
桜
楓
社
。
九
八
頁
。)
、
菅
野
雅
雄
著
作
集
第
四
巻
『
古
事
記
論
叢
Ⅳ
構
想』
(
二
〇
〇
四
年
、
お
う
ふ
う
。)
に
収
録
。
(
)
太
田
善
麿
『
古
代
日
本
文
学
思
潮
論
(
Ⅱ)
―
古
事
記
の
考
察
―』
、
28
一
九
六
二
年
、
桜
楓
社
。
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
｢
命
以｣
の
背
景
に
折
口
信
夫
の
｢
み
こ
と
も
ち｣
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
折
口
は
｢
神
の
お
言
葉
、
即
｢
神
言｣
で
、
神
言
の
伝
達
者
、
即
み
こ
と
も
ち
な
の
で
あ
る
。｣
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
背
景
に
｢
本
来
の
み
こ
と
を
発
し
た
人
と
、
此
を
唱
へ
る
者
と
が
、
一
時
的
に
同
資
格
に
置
か
れ
る
と
い
う
思
想｣
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。｢
命
以｣
を
理
解
す
る
上
で
の
基
本
と
な
る
語
釈
と
し
て
捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。｢
神
道
に
現
れ
た
民
族
論
理｣
『
神
道
学
雑
誌』
第
５
号
、
一
九
二
八
年
。
引
用
は
『
折
口
信
夫
全
集』
第
三
巻
(
一
九
六
六
年
、
中
央
公
論
社
。)
に
拠
る
。
一
五
五
、
一
五
七
頁
。
(
)
前
掲
９
。
(
)
青
木
周
平
｢
古
事
記
神
話
に
お
け
る
｢
言
向｣
の
意
義
―
葦
原
中
国
平
定
伝
承
を
通
し
て
―｣
『
國
學
院
雑
誌』
第
89
巻
１
号
、
一
九
八
〇
年
。
後
に
『
古
事
記
研
究
―
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
―』
に
収
録
、
一
九
九
四
年
、
お
う
ふ
う
。
(
)
菅
野
雅
雄
｢
古
事
記
冒
頭
の
論
(
三)
―
国
土
の
修
理
固
成
の
条｣
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要』
17
号
、
一
九
八
二
年
。
後
に
『
古
事
記
成
立
の
研
究』
(
一
九
八
五
年
、
桜
楓
社
。)
、
菅
野
雅
雄
著
作
集
第
三
巻
『
古
事
記
論
叢
Ⅲ
成
立』
(
二
〇
〇
四
年
、
お
う
ふ
う
。)
に
収
録
。
(
)
谷
口
雅
博
｢
古
事
記
に
お
け
る
｢
詔｣
字
の
使
用
意
識｣
『
古
事
記
年
報』
32
、
一
九
九
〇
年
。
後
に
『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈』
(
二
〇
〇
八
年
、
お
う
ふ
う
。)
に
収
録
。
(
)
松
本
直
樹
｢｢
天
降｣
の
意
味
―
『
古
事
記』
『
万
葉
集』
に
お
け
る
そ
の
思
想
と
表
現
―｣
『
上
代
文
学』
61
号
、
一
九
八
八
年
。
後
に
『
古
事
記
神
話
論』
(
二
〇
〇
三
年
、
新
典
社
。)
に
収
録
。
ま
た
前
掲
８
で
毛
利
は
｢｢
天｣
が
主
語
の
位
置
に
た
っ
て
い
な
い
の
は
右
の
例
に
限
る
こ
と
な
く
、
わ
が
国
上
代
の
｢
天
降｣
一
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。｣
と
し
て
｢
和
習
を
お
び
た
熟
語｣
と
し
て
い
る
。
(
)
菅
野
雅
雄
｢
黄
泉
行
神
話
の
形
成｣
『
國
學
院
雑
誌』
第
62
巻
第
10
号
、
一
九
六
一
年
。
後
に
『
古
事
記
説
話
の
研
究』
(
一
九
七
三
年
、
桜
楓
社
。)
、
菅
野
雅
雄
著
作
集
第
二
巻
『
古
事
記
論
叢
Ⅱ
説
話』
(
二
〇
〇
四
年
、
お
う
ふ
う
。)
に
収
録
。
(
)
佐
藤
正
英
は
、
黄
泉
国
へ
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
に
も
ま
す
力
を
得
、
最
後
に
ア
マ
テ
ラ
ス
大
御
神
ら
｢
三
は
し
ら
の
貴
き
子｣
を
生
み
得
た
と
い
う
筋
立
て
の
神
話
で
あ
る
。
と
黄
泉
国
訪
問
に
よ
る
伊
邪
那
岐
命
の
変
化
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
三
貴
子
誕
生
に
結
び
つ
く
と
論
じ
る
。(｢
黄
泉
国
の
在
り
か｣
『
現
代
思
想』
九
月
臨
時
増
刊
号
、
第
10
巻
第
12
号
、
一
九
八
二
年
、
青
土
社
。)
ま
た
梅
田
徹
は
そ
の
よ
う
な
伊
邪
那
岐
命
の
状
況
の
変
化
が
尊
称
の
変
化
に
も
表
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
イ
ザ
ナ
キ
を
め
ぐ
る
状
況
が
推
移
す
る
な
か
で
尊
称
が
｢
神｣
↓
｢
命｣
↓
｢
大
神｣
｢
命｣
｢
大
御
神｣
と
変
化
す
る
の
で
あ
り
、
尊
称
と
状
況
の
変
化
と
が
相
関
関
係
に
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
。
と
論
じ
る
。(｢
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
と
｢
大
神｣
へ
の
変
異
―｣
『
古
事
記』
の
｢
神
代｣
―｣
、
帝
塚
山
学
院
大
学
『
日
本
文
学
研
究』
第
26
巻
、
一
九
九
五
年
。)
29
神
田
典
城
は
｢
黄
泉
国｣
か
ら
帰
還
の
後
、
三
貴
子
を
誕
生
さ
せ
て
い
る
と
い
う
文
脈
に
因
果
関
係
を
見
出
し
、
こ
れ
は
そ
の
世
界
に
そ
れ
ま
で
無
か
っ
た
、
新
た
な
秩
序
が
開
始
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。(｢
古
事
記
神
話
に
お
け
る
異
界｣
、
古
事
記
研
究
大
系
４
『
古
事
記
の
神
話』
、
一
九
九
三
年
、

科
書
店
。)
本
論
に
引
き
寄
せ
る
と
、
神
田
が
い
う
｢
新
し
い
秩
序｣
と
は
｢
葦
原
中
国｣
に
敷
か
れ
る
秩
序
で
あ
り
、
世
界
同
士
の
関
係
性
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
秩
序
は
｢
黄
泉
国｣
と
の
関
係
に
お
い
て
出
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
(
)
シ
ャ
ロ
ン
ド
ン
・
エ
ミ
リ
ア
は
｢
評
論
的｣
と
前
置
き
を
し
た
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
に
悲
し
み
、
妻
に
会
い
た
が
っ
て
い
た
主
人
公
は
、
妻
に
〈
あ
な
た
が
い
な
い
と
寂
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
〉
と
は
い
わ
ず
、〈
一
緒
に
す
る
べ
き
課
題
を
終
え
て
い
な
い
〉
と
い
う
合
理
的
な
理
由
を
口
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
示
す
か
わ
り
に
、｢
還
る
べ
し｣
と
い
う
、
義
務
感
を
呼
び
起
こ
す
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
で
き
ず
に
合
理
的
な
理
由
を
示
す
人
の
心
理
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
主
人
公
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
満
ち
た
感
情
の
優
れ
た
描
写
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
と
論
じ
る
。
氏
が
説
く
よ
う
に
｢
細
や
か
に
描
か
れ
た
主
人
公
の
気
持
ち｣
が
当
該
神
話
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。(｢
イ
ザ
ナ
キ
・
ス
サ
ノ
ヲ
の
罪
や
穢
れ
、
イ
ザ
ナ
ミ
・
ア
マ
テ
ラ
ス
の
違
反
へ
の
抵
抗：
『
古
事
記』
の
魅
力
を
探
る｣
『
日
本
神
話
を
ひ
ら
く』
｢
古
事
記｣
編
纂
一
三
〇
〇
年
に
寄
せ
て
―
第
９
回：
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
日
本
文
学
国
際
会
議
―
、
二
〇
一
三
年
。
一
五
五
頁
。)
(
)
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
『
古
事
記
変
貌
す
る
世
界
―
構
造
論
的
分
析
批
判
―』
、
二
〇
一
四
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。
五
六
頁
、
五
七
頁
。
(
)
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観』
、
一
九
八
六
年
、
吉
川
弘
文
館
。
五
八
頁
。
｢
高
天
原｣
―
｢
葦
原
中
国｣
は
、〈
ア
メ
〉
―
〈
ク
ニ
〉
の
二
元
的
対
立
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
り
、｢
黄
泉
国｣
―
｢
葦
原
中
国｣
、｢
根
之
堅
州
国｣
―
｢
葦
原
中
国｣
、〈
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
神
の
国
〉
―
｢
葦
原
中
国｣
は
〈
ク
ニ
〉
の
次
元
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
二
つ
を
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
(
)
毛
利
正
守
｢
講
演
古
事
記
に
観
る
神
話
の
世
界｣
『
神
道
史
研
究』
第
54
巻
第
２
号
、
二
〇
〇
六
年
。
＊『
古
事
記』
本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
１
『
古
事
記
祝
詞』
(
倉
野
憲
司
、
武
田

吉
校
注
、
一
九
五
八
年
、
岩
波
書
店
。)
に
よ
る
。
『
日
本
書
紀』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
67
『
日
本
書
紀』
上
(
坂
本
太
郎
、
家
永
三
郎
、
井
上
光
貞
、
大
野
晋
校
注
、
一
九
六
七
年
、
岩
波
書
店
。)
に
よ
る
。
(
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授)
30
